
町
議
会
行
政
視
察
研
修
報
告

　
９
月
４
日
か
ら
６
日
の
３
日
間
、
町
議
会
の
行
政
視
察
が
行
わ
れ
、
北
海
道
千
歳
市
の
「
勇
舞
中
学
校
」
と

北
海
道
石
狩
郡
当
別
町
の
「
㈲
大
塚
農
場
」
の
２
箇
所
を
行
政
視
察
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
視
察
研
修
の
内
容

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

●
北
海
道
千
歳
市〔
勇
舞
中
学
校
〕

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会

 

副
委
員
長　
渡
辺
博
文
）

　
９
月
４
日
に
視
察
し
た
千
歳
市
は
、

北
海
道
の
中
南
部
に
位
置
し
、
札
幌

市
・
苫
小
牧
市
等
４
市
４
町
と
隣
接
、

順
調
な
企
業
進
出
と
人
口
増
に
よ
り
、

住
み
良
い
活
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
人
口
は
９
万

４
８
３
１
人
（
平
成
２４
年
１０
月　
住
民

基
本
台
帳
）、
面
積
は
５
９
４
・
９５
㎢

で
す
。

　
中
山
中
学
校
改
築
と
い
う
大
事
業
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
今
年
４
月
に
開
校

し
た
ば
か
り
の
千
歳
市
の
「
勇
舞
中
学

校
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
勇
舞
中
学
校

は
、
既
存
の
富
岡
中
学
校
区
内
の
生
徒

数
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
分

離
新
設
に
よ
る
中
学
校
建
設
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
今
年
度
の
生

徒
数
は
１３
学
級
４
２
４
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▼「
基
本
構
想
」策
定
の
経
過
及
び
内
容

　
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
町
内
会
等

の
代
表
で
構
成
す
る
検
討
会
議
の
報
告

書
を
も
と
に
建
設
基
本
構
想
を
策
定

し
、
建
設
の
基
本
方
針
と
し
て
次
の
６

項
目
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
安
全
性
へ
の
考
慮　
②
環
境
負
荷
の

低
減　
③
バ
リ
ア
フ
リ
ー　
④
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減　
⑤
施
設
の

長
寿
命
化　
⑥
周
辺
環
境
へ
の
配
慮

▼
概
要
・
規
模
・
発
注
方
法
等

①
総
事
業
費　
約
２９
億
６
０
０
０
万
円　

②
構
造　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　
地

上
３
階
建
（
講
堂
棟
は
平
屋
）
③
敷
地

面
積　
３
万
３
０
８
４
・
８０
㎢
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
面
積
１
万
６
４
７
４
㎢　
④
建

築
面
積　
校
舎
棟
２
６
０
１
・
９７
㎢
、

講
堂
棟
１
５
１
９・
４２
㎢　

⑤
発
注
方

法　
建
物
別
、
工
種
毎
の
１４
に
分
け
、

地
元
業
者
を
優
先
し
て
発
注　
⑥
入
札

方
法　
予
定
価
格
に
応
じ
て
、
指
名
競

争
入
札
、
事
後
審
査
型
一
般
競
争
入
札
、

制
限
付
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
実
施

　
設
計
や
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、
校
舎

中
央
に
見
通
し
が
良
く
自
然
光
が
入
る

ラ
イ
ト
コ
ー
ト
を
設
置
し
た
り
、
機
械

設
備
は
主
熱
源
を
環
境
性
能
の
良
い
天

然
ガ
ス
を
使
用
す
る
な
ど
、
設
計
や
建

設
に
あ
た
り
考
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
図
書
室
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教

室
を
合
わ
せ
た
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
配

置
や
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
地
域
開
放
、
校

舎
の
外
周
を
周
回
で
き
る
通
路
や
災
害

時
に
簡
易
ト
イ
レ
を
接
続
す
る
管
の
設

置
等
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
光
発

電
に
よ
り
空
調
換
気
設
備
の
動
力
が
年

間
６０
％
程
度
賄
わ
れ
て
い
た
り
、
教
室

へ
の
高
効
率
蛍
光
灯
、
ト
イ
レ
へ
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
採
用
に
よ
る
照
明
負
荷
の
低

減
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
音
楽
室
が
３
階
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
楽
器
の
搬
入
・
搬
出
に
つ

い
て
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
マ
リ
ン
バ

等
の
大
き
な
楽
器
は
車
椅
子
用
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
乗
ら
な
い
の
で
、
階
段
の

昇
り
降
り
が
非
常
に
大
変
と
の
こ
と
で

し
た
。
実
際
に
校
舎
で
活
動
す
る
生
徒

の
意
見
を
も
っ
と
聴
い
て
い
れ
ば
、
こ

う
い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
安
全
面
で
は
、
職
員
玄
関
を
含
め
昇

降
口
を
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
に
し
て
い
る
ほ

か
、
生
徒
玄
関
と
駐
車
場
を
分
け
グ
ラ

ウ
ン
ド
出
入
口
を
設
置
し
生
徒
と
車
の

動
線
を
分
離
し
た
り
、
外
の
様
子
が
一

見
で
き
る
よ
う
職
員
室
を
２
階
に
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
の
確
保
を

図
っ
て
い
ま
し
た
。

　
安
全
・
安
心
・
環
境
等
を
最
大
限
に

考
え
、
生
徒
や
周
囲
に
配
慮
し
て
い
る

う
え
に
、
発
注
に
関
し
て
は
地
元
業
者

に
も
最
大
限
に
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う

に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
中
山
中
学
校
の

改
築
に
も
参
考
と
な
る
点
が
多
い
実
り

あ
る
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

●
北
海
道
当
別
町〔
㈲
大
塚
農
場
〕

（
厚
生
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
副
委
員
長　
鎌
上
徹
）

　
９
月
５
日
は
、
石
狩
郡
当
別
町
に
お

い
て
、
６
次
産
業
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
当
別
町
は
、
石
狩
平
野
の
北
部
に

位
置
し
札
幌
市
に
隣
接
、
人
口
は
１
万

８
０
８
９
人
（
平
成
２４
年
１０
月　
住
民

基
本
台
帳
）、
面
積
は
４
２
２
・
７１
㎢

の
田
園
都
市
で
す
。

　

６
次
産
業
と
は
、
農
業
の
１
次
産

業
、
食
品
加
工
の
２
次
産
業
、
流
通
販

売
の
３
次
産
業
の
１
か
ら
３
次
ま
で
の

産
業
を
全
て
１
つ
の
経
営
体
で
行
う
こ

と
で
す
。

　
今
回
の
視
察
先
は
㈲
大
塚
農
場
と
い

い
、従
業
員
は
社
員
５
名（
全
員
家
族
）

と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
６
名
、
臨
時
雇
用

者
６
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
資
本
金
３
０
０
万
円
、
年
商
８
０
０

０
万
円
で
、
経
営
面
積
は
５７ 

ha
（
内
訳

は
、
水
田
１５ 

ha
、
小
麦
１５ 

ha
、
大
豆
１５

 

ha
、
小
豆
３
ha
、
馬
鈴
薯
２
ha
、
人
参

１
・
５
ha
、
南
瓜
１
・
５
ha
、
ト
マ
ト

４０
ａ
、
亜
麻
２
・
５
ha
、
キ
ュ
ウ
リ
２０

ａ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
山
町
の
農
家
の
経
営
耕
地
面
積
は

平
成
２２
年
で
８
１
４
ha
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
塚
農
場
は
中
山
町
の
約

７
％
の
耕
地
を
耕
作
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
や
は
り
、
北
海
道
は
規
模

が
違
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
塚
農
場
で
は
、「
美
味
し
さ
と
安

心
が
幸
せ
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
栽
培
・

販
売
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
土
づ
く
り

に
重
点
を
置
き
、
土
壌
分
析
に
基
づ
い

た
適
正
な
施
肥
や
有
機
物
の
積
極
的
な

施
用
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
６
次
産
業
へ
の
参
入
目
的
は
、
規
格

外
農
産
物
と
不
良
在
庫
の
有
効
利
用
、

そ
し
て
当
別
町
特
産
の
亜
麻
を
使
用
し

た
商
品
開
発
と
販
売
の
た
め
と
い
う
こ

と
で
す
。
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
原
料
の
ト

マ
ト
を
冷
凍
保
管
し
た
り
、
規
格
外
の

キ
ュ
ウ
リ
を
漬
け
物
製
造
に
使
用
す
る

な
ど
、
廃
棄
を
削
減
し
て
結
果
を
出
し

て
い
ま
し
た
。
最
近
は
、
余
剰
農
産
物

の
扱
い
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

余
剰
農
産
物
で
の
加
工
品
づ
く
り
に
よ

り
無
駄
の
な
い
農
産
物
販
売
を
目
指
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
農
薬
を
使
用
せ
ず
に
栽
培
し

た
亜
麻
種
子
を
低
温
で
圧
搾
し
、
そ
の

亜
麻
仁
油
で
作
っ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

販
売
（
現
在
は
委
託
製
造
）
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
現
在
、
融
資
制
度
と
自
己
資

金
を
合
わ
せ
た
約
６
８
０
万
円
で
、
試

験
的
規
模
の
加
工
開
発
の
施
設
を
整
備

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
米
や

小
麦
等
の
原
料
生
産
を
メ
イ
ン
に
し
た

新
し
い
加
工
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
、

資
源
の
無
駄
を
な
く
し
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
。
今
後
の
問
題
点
や
課
題
は
、
売
り

上
げ
の
約
４
割
を
占
め
て
い
る
農
協
を

通
じ
た
ル
ー
ト
を
守
り
つ
つ
、
道
の
駅

や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
の
直
販
所

で
の
販
売
に
も
力
を
入
れ
、
ト
マ
ト
や

キ
ュ
ウ
リ
の
加
工
製
品
製
造
を
一
緒
に

進
め
ら
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
や
連
携

先
を
増
や
す
こ
と
が
目
標
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
安
心
と
い
う
点
で
、
な
る
べ
く
顔
が

見
え
る
生
産
者
で
い
よ
う
と
い
う
思
い

か
ら
、
個
人
販
売
に
努
め
て
い
る
様
子

も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
６
次
産
業
の
魅

力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

商
品
の
開
発
や
、
生
産
し
て
も
販
路
を

し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
商
売
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
難
し
い
の
も
事
実
で
す
。

　
農
家
が
１
次
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、

６
次
産
業
に
進
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
考

え
た
時
に
、
行
政
と
し
て
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
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